
緑茶中カテキン類の分離例

緑茶中、カテキン類の分離例　Ascentis RP-Amide

　健康食品ブームの折、高濃度な茶カテキンの分析が流行しました。ここではlogPowも殆ど変

化が無く、且、マススペクトラムでも同定し難い、カテキン類の分析例を示します。確実な定量、
定性のためには、完全ベース分離が必要となる分析です。Ascentis RP-Amideでは通常のMS
適合の移動相条件で簡便に分離を達成しています。
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9. Catechin gallate
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2.　Caffeine, m/z 195

カラム：15 cm x 4.6 mm I.D., 5 µm 
移動相： (A)10 mM ギ酸アンモニウム pH 3.0　

（B）Methanol
流速：1.0 mL/min with Split　　　温度： 35℃　　
検出：MS ESI(-)  SIR　Waters/Micromass ZQ 　
注入量：5 µL
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緑茶抽出物 緑茶抽出物
検出：UV at 276nm

10µg/mL each MP, 標準液
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